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特集「新しいパラダイムの中での
分散システム/インターネット運用・管理」の編集にあたって

渡 辺 健 次†1

本特集号は「分散システム/インターネット運用技

術研究会（DSM研究会）」が中心となって企画したも

のである．

インターネット・ブロードバンドの普及につれて，

技術の進歩や社会の情勢の変化に応じた新しいパラダ

イムが台頭する中で，分散システムの運用管理の分野

においても，つねに新たな課題に取り組む必要に迫ら

れている．そこで本特集号では，台頭してきた新しい

パラダイムの中での分散システム/インターネットの

構築，運用において，技術の進歩や社会の情勢に応じ

た新しいネットワークサービスに関する技術，方法論，

分散システムの構築・運用事例，さらには社会科学的

な考察を含めた研究論文を一括掲載し，本分野の研究

の推進と発展に寄与することを目的として企画された．

本特集では，これまでに DSM研究会が企画した特

集の中では最も多い 52編の論文が投稿された．これ

らの投稿論文を 26名からなる特集号編集委員会によ

り，通常の論文査読と同じメタレビュア方式で査読を

行った．その結果，最終的に 22編の論文を採録する

こととなった．

学会誌 48巻 11号で紹介されているように，DSM

研究会は LAN・WANやコンピュータシステムの運用

管理に日々携わっている方が発表できる機会を作るた

めに創設された．研究会での発表を通じて，システム

の構築・運用・管理において様々な創意工夫を研究会

で共有すると同時に，分散システムの運用管理を研究

分野の 1つとして創造した．その研究活動の成果を論

文としてまとめる機会を提供するために 2000年より

特集号を実施してきた．特集号は分散システム/イン

ターネットの構築・運用に関する研究成果の掘り起し

を図る効果が大きく，すでに 10年近く実施してきた

ことで，この分野の研究者に広く認知されている．今

回の特集号の投稿数が多かったことからも，特集号の

順調な発展をうかがい知ることができる．まさに「継

続は力なり」である．

†1 佐賀大学理工学部知能情報システム学科

DSM研究会は，2008年 4月から「高品質インター

ネット研究会（QAI研究会）」と統合し，新たに「イ

ンターネットと運用技術研究会（IOT研究会）」とな

る予定である．今後も IOT 研究会が中心となり，最

新のテーマを掲げて特集を発行する計画であるので，

これまで以上に積極的な投稿をお願いしたい．

最後に，本特集をゲストエディタ制により企画する

機会をいただいた論文誌編集委員会と，優れた論文を

投稿していただいた著者の方々に感謝したい．また，

ご多忙の中，多数の論文を短時間で査読していただい

た上，指導的な査読にご協力いただいた査読者各位，

ならびに多くの作業にご協力いただいた学会事務局に

感謝する．
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